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水
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月
を
迎
え
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今
年
も
早
い
も
の
で
６
月
を
迎
え
ま
し
た
。
先
月
よ

り
緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
令
で
、
毎
日
を
コ
ロ
ナ
の
影

に
怯
え
て
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
取
り
な
ど
で
皆
様
方
も
相
当

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

う
い
う
時
は
、
楽
天
主
義
で
あ
ま
り
く
よ
く
よ
す
る
こ

と
な
く
、
す
べ
て
を
神
様
に
お
任
せ
し
て
生
か
せ
て
も

ら
う
と
い
う
心
持
で
い
く
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り
良
い

と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
先
月
の
碧
南
分
所
の
信
徒
総
会
を
経
て
こ
れ

か
ら
の
三
年
間
を
再
び
分
所
長
と
し
て
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
碧
南
分
所
の
信
徒
の
皆
様
の
た
め
に
精
一
杯
尽
く

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
程
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

私
の
お
蔭
（御
加
護
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
古 

順
一 

  

私
は
一
九
四
四
年
、
八
月
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

年
の
十
二
月
に
東
南
海
地
震
が
あ
り
、
家
の
縁
側
で

寝
て
い
た
時
の
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
屋
根
裏
の
土

壁
が
落
ち
て
き
た
け
ど
、
兄
弟
姉
妹
も
多
く
一
人
置

き
去
り
に
さ
れ
（
生
後
三
か
月
）
ま
し
た
が
、
無
事
に

難
を
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
（
第
一
の
御
加

護
） 

 

子
供
の
こ
ろ
か
ら
成
長
す
る
中
で
色
々
沢
山
の
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、
十
歳
の
頃
、
裏
の
神
社
で

遊
ん
で
い
た
時
で
し
た
、
た
ま
た
ま
灯
篭
に
登
っ
て
い
て
、

飛
び
降
り
た
時
、
上
段
の
飾
り
石
も
揺
れ
て
一
緒
に

落
ち
て
き
て
し
ま
い
右
足
首
を
複
雑
骨
折
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
重
症
で
し
た
が
、
な
ん
の
後
遺
症
も
な
く

完
治
し
た
の
は
御
加
護
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
第

二
の
御
加
護
） 

 

三
五
，
六
歳
頃
、
高
浜
港
の
近
く
で
車
を
駐
車
さ
せ

て
車
か
ら
離
れ
て
用
事
を
済
ま
せ
て
車
に
戻
る
と
停

め
て
い
た
車
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ

を
掛
け
て
い
た
の
が
、
坂
道
の
為
に
ず
る
ず
る
と
動
い

て
右
側
の
側
溝
に
落
ち
て
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
他
車

と
か
人
に
は
当
た
ら
ず
事
故
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
第
三
の
御
加
護
） 

 

一
九
歳
の
頃
、
バ
イ
ク
で
走
行
中
、
前
の
ダ
ン
プ
が

信
号
で
停
止
し
た
の
に
止
ま
り
切
れ
ず
に
後
ろ
に
突
っ

込
ん
で
転
倒
。
意
識
は
な
く
、
側
の
家
の
方
に
手
当
を

受
け
て
い
た
時
に
意
識
が
戻
り
、
無
事
そ
の
ま
ま
帰
宅

し
ま
し
た
。
（
第
四
の
御
加
護
） 

他
に
も
バ
イ
ク
で
は

三
回
位
あ
り
ま
す
。 

 
ま
た
、
三
〇
年
く
ら
い
前
の
事
で
す
が
、
ゴ
ル
フ
に
行

く
時
、
岐
阜
の
恵
那
の
雪
道
で
、
前
の
車
を
追
い
抜
い

た
際
、
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
滑
っ
て
し
ま
い
何
と
か
切
り

替
え
し
を
行
い
立
て
直
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
道
路
の

右
側
は
一
五
メ
ー
タ
ー
の
崖
。
転
落
し
て
も
不
思
議

で
な
い
状
況
。
無
傷
に
済
み
御
加
護
の
有
難
み
に
感

謝
す
る
次
第
で
す
。
（
第
五
の
御
加
護
） 

 

こ
れ
以
外
に
も
病
気
な
ど
沢
山
の
御
加
護
を
頂
い
て

い
ま
す
。
（
数
え
き
れ
な
い
御
加
護
） 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

惟
神
霊
幸
倍
ま
せ
。 

  

主
な
行
事
予
定 

 

六
月
一
三
日
（日
） 

午
後
一
時
半
よ
り 

碧
南
分
所
月
次
祭 

担
当
第
二
班 

六
月
二
十
日
（日
） 

午
前
十
時
よ
り 

三
河
本
苑
月
次
祭
・市
杵
島
姫
命
様
大
祭 

 

本
苑
祭
典
関
係
者
の
み
で
執
行
。
参
拝
不
可
。 

(

駐
車
場
は
海
岸
沿
い
の
市
駐
車
場
を
利
用
の
事
） 

七
月
四
日
（日
）  

午
前
十
時
よ
り 

三
河
本
苑
臨
時
総
代
会 

七
月
一
〇
日(

土) 
 

出
雲
火
の
ご
用
１
２
０
周
年
記
念 

大
本
出

雲
歌
祭
り 

七
月
一
一
日
（日
） 

午
後
一
時
半
よ
り 

碧
南
分
所
月
次
祭 

担
当
第
三
班 

 

七
月
一
八
日
（日
）  

午
前
十
時
よ
り 

三
河
本
苑
月
次
祭 

七
月
二
四
日
（土
） 

三
河
本
苑
神
の
家 

上
棟
祭 

七
月
二
五
日
（日
） 

万
祥
殿
献
労
奉
仕
（中
止
） 

６
月
の
誕
生
者 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

小
笠
原 

繁 

６
月
１
日 

 

藤
浦 

佳
仁 

６
月
１
日 

 

生
田 

亮
紀 

６
月
３
日 

 

奥
谷 

克
弥 

６
月
８
日 

久
野
美
恵
子 

６
月
１
１
日 

村
松 

凪
恵 

６
月
１
６
日 

片
岡 

健 

６
月
１
８
日 

奥
谷 

中
庸 

６
月
１
８
日 

三
浦 

鳳
介 

６
月
２
７
日 


